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　産褥子宮内反症は極 め て 稀な疾患で あ り，そ の

上容易に シ ョ ッ ク や 出血 を来た し ， 死亡率 の高い

疾患で あ る ．最近当科及び教室 の 関連病院に お い

て ，子宮内反症の 6例 を経験 した の で 報告する ．

6例中 1例 の 特発性を除 い て 5 例共 ， 臍帯牽引等

の 外傷性原因 に よ り全 例完全 内反子宮 を起 こ し ，

シ ョ ッ ク状態 とな つ た が ，3 例 の 用手整復及び 3

例 の 腹式整復 に成功 し治癒せ しめ た ．

　　　　　　　　　症　　例

　症例 1 ：21歳　初産婦 （1回経妊）

　妊娠歴 ： 昭和48年，妊娠 7 ヵ 月人工 妊娠中絶

　現病歴 ：分娩予定 日 は 昭和49年 5 月26 日で ， 5

月22 日陣痛発来 し，群馬県下母子健康 セ ン タ
ーに

て 5 月23 日12時58分，3，　450　9 の 児 を 自然分娩 し

た ．分娩後20分た つ て も胎 盤が娩出せ ず，ク レ
ー

デ氏胎盤圧出法 と同時 に膀帯を牽引 した所 ， 胎盤

が子宮底に 附着 した まま娩 出し ， 子宮内反症を発

生 した ．直ち に 某医に 連絡 し用手還納が試み られ

た が 不成功に 終つ た ． シ ョ ッ ク状態 と な つ た た

め ，13時10分当科 へ 救急入院 し た ．腟内に 手拳大

の 出血性腫瘤を 触れ ， 外診手 に て 子宮底は 触れ

ず，完全 内反子宮 と 診断 した （写真 1 ）．直 ち に

ソ ル コ ーテ フ 200  ，輸血等 の シ ョ ッ ク治療を行

い ，笑気の 吸入麻酔 ，ペ ン タ ジ ン の 静脈注入 を行

っ た ．Johnsonの 原図 の よ うに 左手指先で 子宮頚

部を ，手掌部 で 子宮底部 をつ か み ， 子宮全体 を

骨盤腔 よ り挙上 し なが ら ，用手還納を試み た が 不

写 真 1

成功に 終 つ た ．次 い で 今度は 子宮底に コ ブ シ を作

っ た左手をあて ，双 合診 と同 じ様 に 外診手 と の 間

に 子宮を つ か み ，強 く挙上 す ると，ズ ボ ッ とい う

感 じが し て還納 で きた ．輸血 1，800m1， 抗生物質

の 投与に よ り経過良好 に て退院 した ．

　症例 2 ：24歳　初産婦

　現病歴 ：昭和 47年 9 月29 日 ， 妊娠 10ヵ 月 で 陣痛

発来 し ， 9 月30日 1時22分分娩経過 異 常 な く，

3
，
4609 の 児を高崎市 内某産院に て 自然分娩 した ．

5 分後胎盤剥離微候を 確認 せ ず ， 子宮底を 軽圧

し ， 臍帯を牽引 した所 ，胎盤が附着し た まま ，子

宮内反 して きた ．直ち に 胎盤を 癒着部 よ り 剥離

し，用手的に還納を試み た が ，頚管が収縮 し ， 不

成 功 に 終つ た ．や や 出血 が 多 く，疼痛も激 し く

subshock 状態 とな っ た の で ， 2時30分笑気麻酔の

下 に 開腹 し，
H   tington 氏術式 に よ り還納 し

た ．還納子宮 の 収縮が悪 い た め ， 腟上部切断術 に
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て子宮摘出を 行つ た ．術後経過良好 に て 退院 し

た ．

　症f列3 　： 28歳 　初産婦

　現病歴 ： 昭和47年 2 月 9 日 11時15分 ，群馬県松

井田市 の 某産院に て 助産婦 の 介助 に て 2
，
　850　g の

児を 自然分娩 し た ．分娩後臍帯 を軽 く引 きな が

ら ， ク レ
ー

デ氏胎盤圧 出術 に て ， 胎盤娩出 さ せ

た ．そ の 後出！fittw続 し ，
シ ョ ッ

ク 状態 とな つ た た

め ，分娩後 3 時間後 の 14時 10分 ，弛緩性子宮出Iin

の 疑い に て 高崎市佐藤病院に救急入院 した ．内診

に て 腟内に 完全内反子宮を認め ，内反症 と診断 し

た ．シ ョ ッ
ク 状態で意識 もは つ きりせ ず．静脈切

開に て 輸血施行 しなが ら腟式 に Joh1・son の 用手

還納術 を行 い ，整復に 成功 した ．経過良好に て 退

院した ．

　症例 4 ： 23歳　初産婦

　現病歴 ：分娩予定 日は 昭和48年 3 月31　H で ，3

月7 日 8 時に 陣痛発来 し， 15時32分に 2，　750　9 の

児を 下仁田 市の 病院で 自然分娩し た ．8 分後 子宮

底軽圧 に よ り胎盤娩出 し ， そ の 後出血持続 し，シ

ョ ッ ク状態 とな つ た ．助産婦だ けの 分娩施設 の た

め ，20時某医往診に よ り 完全 内反子宮 と 診断 さ

れ ， 用手還納を試みた が ， 頚管は収縮 し ，嵌頓子

宮は腫脹 し，全 く不可能 で あつ た ，直ち に 開腹

し，Huntingt ・ n 氏術式 に よ り整復 した ．子宮収

縮 が悪 く ， 子宮筋 の 変性を思わ せ る変色があ り，

腟上部切断術施行 した ．母子共 経過良好に て 退院

した ．

　症例 5 ： 25歳　初産婦

　現病歴 ：分娩予定 日は ，昭和 49年 4 月13日で 4

月7 日陣痛発来 し ， 4 月 8 日 9 時30分，3，0409 の

児を富岡市内の 某医院 に て 吸 引分娩 した ．15分後

臍帯牽 引 ： ク レ
ー

デ氏胎盤圧 出法を行 う事な く，

胎盤は 自然娩出 した ．そ の 後出血持続 し た の で ，

医師が 内診 した ら子宮内反症が発生 し て お り， 1

時間後 に ト リ ク ロ
ー

ル エ チ レ ン の サ イ プ レ ーソ 型

吸 入麻酔下 に 腟式用手 整復を 行 い ，還納に 成 功 し

た ．以後子宮収縮剤 ， 抗生物質 ， 貧血治療 を 行

い ， 経過 良好 に て退院 し た ．

　症例 6 ： 33歳　 2 回 経産婦

　分娩歴 ： 昭和 45，47年妊娠10 ヵ 月 自然分娩

　現 病歴 ：分娩 予定 目は昭和 49年 6 月24 日 ， 6 月

1D 日妊娠10 ヵ 月前期破水 で 大泉市の 某医院に 入 院

し ，6 月11日過強陣痛あつ た が ， 4 時 26分3
，
1809

の 児を吸 引分娩 した ．胎盤 の 剥離が悪 い た め ， 助

産婦が 臍帯を 引つ 張 りな が ら， 了宮 を 軽圧 した

所 ， 子宮内反症 が発生 した ．直ち に 胎盤癒着部を

用手剥離 した が ，そ の 後出血 多く ， 下腹痛が 強

く ，
エ ポ ン トー一ル 麻酔に て用手 還納 したが ， 不 成

功で シ ョ ッ ク 状態 とな つ た た め ， 6 時20分館林厚

生病院 へ 救急転送された ，笑気 フ ロ
ーセ ン の 全身

麻酔に て 内診 し完全内反 子宮を認 め ， 用手還納を

試みたが 不可能で 直ち に 開腹 した所 ， 子宮底 の 陥

凹 の 内に 卵巣，卵管，円靱帯が巻 き込 ま れ て い た

（写真 2 ）．鉗子に て 子宮表面を つ か み ，卵巣を引

き出 し半分整復 した （写真 3 ）．次 い で 完全 に 子宮

を整復 し，輸血 3，200ml 施行 し ，経過 良好に て 退

写 真 2

写 真 3
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表 　 1

症 例 年 令
経産

回 数

発症か ら治療

まで の 時 聞
程 度 発 　 生 　原　 因

収縮剤

使 用 の

有無

シ
ョ　ッ

ク の

有無

治　 　療
用手 整復時 の

　麻 　 　酔

輸 血の

有無
転帰

  　2／才 01 時間 完全
ク レ ーデ 氏胎盤圧 出術

臍帯牽引
一

十 用手整復 法
笑気
ペ ン タ シ ン

十 健

  　24才 030 分 完全
子宮 底圧迫

臍帯 牽 弓1
十 ±

腹 式整 復 法
　 　 ↓

膣 ヒ部切断術

一 一
健

  　28才 02 時間 完全
ク レ

ーデ 氏胎 盤圧 出

臍 帯牽引
｝ 十 用手整復 法 一 十 健

  　23才 Q4 時間30分 完全
．f宮 底圧 迫 一 十

腹式整復 法
　 　 ↓

膣上 部切断 術

 
十 健

  　25才 01 時間 完全 特発性 十 ‡ 用手整復法
ト リ ク ロ ール

エ チ レ ン
十 健

  　 33才 23 時闘 完全
遺強 陣痛
子宮 底圧迫
臍帯 牽引

一 十 腹 式整 復法 エ ポ ン トール 十 健

表　 2

報 告 者 （発表年度） 年 令 経 産回 数 発　生 　原　 因 治　　 　療
用 手整復

時 の 麻酔
転 　帰

Mch 己 nry

　 　 （1960）

232
正

初 産 婦

初 産 婦

i「宮 底 圧迫

于宮 底 圧迫 ＋ 臍帯牽 引

用 手 整復術

用 手整 復術

サ イ ク ロ

ブ 円 ペ ン

健
健

Shcpl蔚

　　 （1964）
19才か ら
34才 ま で

の 5 例

1 回経産 2 例
初産 3 例

癒着 胎盤　 　 　1 例
ク レ ーデ 氏胎盤圧 出術　4 例

用手整 復術 3例
pac  琶 1 例

治 療 な し 1 例

ク ロロホ
ル ム

そ の 他

5 例 中
1例 死 亡

Bunke ，巳 t　a 艮，
　 　（／965）

19才か ら

30才ま で

の 19例

初産 10例
1回経産 5 例
2 回 以 上 4 例

特発性 6 例
用手剥 離 2例
ク レ …デ 氏胎盤圧 出法　7 例
子宮底 圧迫 1例
臍帯牽 引 2 例，不 明　1 例

用手整 復術 17例
Huntingt ・ n 氏 術式
及び 膣 上 部切断術 1 例
治療 な し 1 例

19例 中
3 例死亡

神田 敬子
　 　 （1968）

24 初産婦 過強収縮 ・メ テ ル ギ ン 使用
臍 帯牽 引

用手整 復術その 後
単純予 宮全剔術

静脈 全麻 健

原川富 男 ら
　 　（1968）

30 初産 婦 ク レ
ーデ氏 胎盤圧 出法 単純 予宮全剔術 健

伊藤博 之
　 　 （1971）

27 初 産 婦 頸管裂 傷 用 于整 復 笑気 健

外西 寿彦 ら

　 　（1971）
311 回経 産 用手剥 離 Huntington 氏 術式

（腹式 整復 ）
健

野 末源一
ら

　 　 （1972）

311 回経 産 臍帯牽引 Huntington 氏術 式
（腹式 整復 ）

健

Kitchin，et　aL
　　 （1975）

lS才 か ら

25才 ま で

の ll例

初産 4 例
1 回経 産 5 例
2 回以上 2 例

ク レ
ー

デ氏 圧 出術 4 例
臍 帯牽 引 5 例
ク レ ーデ氏 圧出及 び臍帯牽 引 1 例
将発性 1 例

全 例 共 用手 整復術 8 例

笑気
Tri且ene

全 例

健

塚 田 英 裕 ら

　 　 （1975）
30

塁11
回経 産

初産婦
1回経 産

臍 帯 牽 引及 び 子宮 底圧 迫
特 発性
臍 帯牽引及 び 子宮底圧迫

用 手整 復術
用 手整復術
用手整復術

フ ロ ーセ ン

G ，0 ．F
イソ ゾール

健
健

健

院 した ．

　　　　　　　　　　　考　　察

　以上 6 症例 を ま とめ る と，表 1 に 示す通 りで あ

り ， 産褥子宮 内反症 の 発生頻度は ，1960年以降の

内外 の 文献に よ れば （表 2 ），極め て 稀で ある に も

拘 らず ， 最近 4 年間に 群馬県下 の 6 施設 で 各 1例

ずつ の 本症が発生 した こ とは 極め て 特記すべ き こ

と で あ る と 思 う．

　 6例中 5 例が 初産婦で全例完全内反子宮で あつ

た ．表 2 の 10文献45症例中23例即 ち 約51％に お い

て初産婦 で あつ た ．次に発生原因で あるが ， 当科

に おけ る 6 例 中，ク レ ーデ氏胎盤圧出法 1例 ，ク

レ
ー

デ氏圧 出法 と臍帯牽引の 1 例 ，過強陣痛が あ

り ， 子宮底圧迫 と臍帯牽引 し た もの 1 例，子宮底

圧迫 と臍帯牽引 1 例 ，子 宮底圧迫例 の 計 5 例 が

人為的外圧 に よる原因 と考え られ ， 1 例の み が 吸

N 工工
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引分娩 に続発 した 持発性 と 考え る．文 献に よ れ

ば ， ク レ
ー

デ氏 圧出法が 16例 （35．5％） と一番多

く，次 に 臍帯牽引の 9 例 （20％） で あ D ，子宮底

圧迫例 2 例 ，又臍帯牽引 と子宮底圧 迫例 3 例 ，ク

レ
ー

デ氏圧 出法 と膀帯牽引 1例及び 胎盤用手剥離

術 3 例 ，以上 45例中33例 （73 ．3％）が 外傷性発生

原因 と考え られ る ．特発性は 8 例 （17．9％）で そ

の 他に 癒着胎盤 ， 頚管裂傷 ， 過強陣痛 と メ テ ル ギ

ソ の使用 の 名 1 例 が あつ た ．収縮剤 の 使用 例 の 報

告 もある が ， 当科に お ける 6例中 4 例が分娩直後

に 収縮剤を使用 して い な い ，治療は 6 例中腟式用

手整復出来た も の 3 例 ，用手整復不 成功 で 開腹

し ， 整復 した もの 3 例で ある が ，その 中 2 例は 子

宮収縮悪 く腟上部切断術 を行 つ て い る．文献に よ

れ ば45例 中38例 （84　．49。 ） が腟式に 用手整復を行

つ て お り，Huntington 術式 に よ り腹式に 整復 し

た もの 2 例 ，
Huntington 術式 に よ り整復 し腟 卜

部切断術 を行 つ た もの 1例 ， 単純子宮全剔術 を

行つ た もの 1例 ，packing に て 自然 に 整復 さ れ た

もの 1例 ， 何 の 処置 もされ な か つ た も の 1例 で

あ り ， 大多数の 症例 が ， Jehnson術式そ の 他に よ

り腟式 に 用手整復術を行つ て い る ．又麻酔を使用

し て用手整復を行つ た 3 例 中 2 例 が 用手整復に 成

功 して お り ， 用手整復出来た 大多数 の 文献症例

も ，全 身麻酔下に 用手整復に 成功 した と報告 して

い る ．予後に つ い て で あ るが 1960年以降 の 45症例

中死亡 例は 4 例 （9 ％） の 報告で あ り， 当科に お

け る 6 例全例共経過良好に て退院 して い る ．

　　　　　　　　　結　　論

　分娩合併症の うち で は極め て稀 とされて い る産

褥子宮内反症が最近 4 年間に群馬県内で 少な くと

も 6 例発生 した こ とを報告 した ．発生原因 に つ い

て は
， 当科 に お け る 83％ ，文献的に は 73 ．3％が 外傷

性原因 で あ り，又 今回 の 6 症例中 3 例 が 助産婦だ

け の 分娩 で ある ．こ の 事か ら直接分娩介助 に 当る

助産婦 の 教育に際 し，胎盤娩出法，子宮内反症 の

予防に 関す る特別 の 教育 の 必要性が痛感された ，

尚予防 と し て ，Greenhill が紹介 し て い る Brandt −

Andrews の 胎盤娩出法を行えぽ臍帯 を牽引 した と

して も内反症 の 発生 を殆 ど予 防出来 る の で は な い

か と考 え る ．

　終 り に 御指導御校閲 を い た だ い た 五 十 嵐 正 雄教 授 に

感 謝 す る．尚本 文 の 要 旨 は ，第 16回 日 本 母 性 衛 生 学 会 総

会 の 席 上 に お い て 発 表 し た．
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